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生絲の強伸力に關係する各種條件

林貞三

荻原淸治

第一章　　緒　　論

　世界化墨工業の震建は繊維工業原料として入造絹綜を生み、其の進歩の速かであぐたことは全く驚

異に値するものである、入絹獲明後嬉かに四十有絵年にして（佛國人シヤルドン才氏は1884－1885年

に硝化繊維素より人絹を造りたるも初めて靴會に認められたのは1889年巴璽の大博覧會に製匙機械並

に製温を禺温してからである）織物原料中最優秀r吊である天然絹綜の性質に迄近づき其の用途の抽範

なることは遙かに天然絹綜を凌鯛し現在に於ては各種の織物原料の使用匠域を浸蝕しつSあるのであ

る、3ζ数年前より獲逡せる①再生絹綜も昨61三頃より漸く工業的生産の域に進み共り研究は各方面に於

て行はれたる結果其の性質は漸次天然絹綜に近づきつNあるのである。

　斯様に人造絹綜及再生絹綜は原料／）牲質、製造hの見地よりして、肉眼的Z）性質帥ち光澤、織度、

綜條班、類節等に於ては天然絹綜の遠く及ぱざる所である、然し乍ら織物原料として共の性質を考ふ

る傷合光澤、繊度、類蔀綜條班等もとより大切なることであるが織物の猫特の趣味を左右する最高の

性質は各織維の斯有する弾性、強力及仲度の良否如何である、人絹及再生絹綜に於ては共の他の性質

は天然絹線こ優るも偉依然として天然絹綜が織物繊維としての王座を占めておるのは實に之の性質の

相違にあるのである、入絹、再生絹綜研究者共何れも之才tが向上に苦心しておるのである、然して弾

性．及強伸力が天然絹懸｝で大なる原因は勿論絹綜が吐綜される傷合に起る各フイブロイン粒子の緊密

なる織維歌配列によるものであるが共の状態は液歌絹D性質，吐綜螢繭の笏合の牽引力、速度及牽引

量によつて異なるのである（之のことに關しては殉研究中である）既に馨繭されたるものは之れを繰

解して生綜に遭られる迄の塵理の各種の條件爾延V・ては生綜より織物に織られる迄の1齪肪法の適否

によりて左右されるのである。以下調査せる二三の項日に就て之等／）條件が如fl引こ生綜の強仲力に影

響するかにつきて述べる。

．　　1　星野孤三三郎　山本三六郎氏署（化雛純絹縣の工業的完成）

第二章　　實　　験

第一節　　各種の條件～三強伸度

　a．　獄1｝卍蓮直と張イ中度

　強仰度が職品種によりて異なることは液歌絹より吐綜螢繭迄の作川が各品種毎に異ることからして

當然考へ得ることである、之等D‘て關しては各方1節πて研甕され慧品種7）特恒…を指示する表よりして

明かなことである、然して之れに影響すぺき直接の原囚嫁絹綜の根元である液1伏絹の性質の善異と之
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れを吐懸醤繭の笏含の速度、牽引力等であると考へらる、實際獄児が吐綜醤繭の瘍合蛋讃温種により共

の速度を異にし、一一粒（2）の繭に於ては繭暦部位により共の速度を異にするのである、然して吐綜速度

の開係（3）を日本種支那種，1歌洲種等に就て見るにr．／i本種は内外暦の速度の差割合に少く、皮那種，欧

洲種は多いのであるb叉吐綜（ダ螢繭博の温度に就て考ふるに共の温度商きもa）は吐綜速度大である、

之等のことより考へて獄品種による弧仲力の叢異は次の〕曇〔目に分ち得る。

　　　（1）　tt＄；品種に二よる弧イ巾ソ」

　　　（2）繭厨別によるbViifrt，力

　　　（3）　飼育共月卸別による強イ小力

以下之等につき實駒結果を示す。

　　　（1）醐技師微品種のJtC態に就て（’tt”野縣商等製綜甥’三臨糟會韻蝶）

　　　（2）丹澤技手獄兇の吐綜澱に就て（鍛彙鰍ll召和五年＋月（4diS））

　　　（3）　三浦英太郎氏　翼繭論

　　　（の　三浦英太郎氏　銀繭論

　　　　　山口定次郎氏　吐綜速慶に就て（上田蟹1孫專門學校金雇會報イ｛の

　（1）　獄品種別による強仲度

吐綜螢繭の速度等力燃品黍祓各獄兇個・により異るは當然であつて之れが原因となり繭綜各々鋤1

伸度に差異を生するのである、爾之れを昭和四年度本校原獄部にて飼育せる数種Dものにつき實験せ

るに次の如き結果を得た。

　　　　第一一表

　　　種　　　別　　繊度　強力（劃1d）　伸度　検炎室の灘毒度

　　　　　　　　　　　　　　　dgr％学黒壌三灘度
　　　譜　　桂　　19．0生　　3・d21　　18・6エ　　8°°F　70％　　　　　・
　㌧　　　日　　　　一　　　　號　　　　　　　22r67　　　　　　　3．382　　　　　　　2e．3i）　　　　　　　同　　　　岡

　　　欧　　　三三　　　號　　　　　 23．06　　　　　3．336　　　　　20．76　　　　　 同　　　同

　　　畏　　野　　正　　白　　　　　　　 19．98　　　　　　　3．565　　　　　　　20．15　　　　　　　同　　’　　同

　　　A　　　　　＿ヒ　　　　號　　　　　　　　ld。07　　　　　　　　2。993　　　　　　　　17．99　　　　　　　　「司　　　　同

　　　昭　 和　18．36　3．273　17．・L　同同
　　備考　（1）上表の数字は何れも茶均

　　　　　（2）測定機はH．田式セリグラフにして各種繭綜の切鋤強力である。

　　　　　（3）料綜は感量1厩の天杯にて秤り織慶に換螂す。

　　　　　（4、料綜はアドソール乾燥器に入れ一週聞以．1：放置後㈱内はラムブレヒト漁度計に

　　　　　　　　て55％を示す）直ちに取出して稚吊す。

　　　　　（to）料綜の探取はセリナレンに巻取りたるものより肉眼的に額節を認めざる均齊なる

　　　　　　　　部分を50・碗2。本宛探り秤量せり。　　　　　　　　　’　　、

　上記の成績は其の1例に過ぎざるも繭綜の性質が獄品種によりて相當に差異あることを認め得るの

である（之庭に使用材料は何れも本校原慧部にて飼育せるものなる故共の環境は蚕く同一と考へ得る）

　（2）　繭暦別強伸度の差異

　之れに關しては今［1迄實験されたるもの少なきも魔兇の吐綜螢繭の作用が内外贋によりて差異ある

ものとせば當然各繭暦駐に強伸力の難のあることは考へ得るのである、著者等は之れに就いても幾多

の實験をなしたのである、樹又之の繭堆捌弛咽1力の差異は以上の吐綜遡度の關係と繭綜の形猷の外内

暦別麗異及共の外圃をなす綜膠の性質、量にも密接なる開係を有して誇るのである，然し之嘘には共

等の關係を全く考へす軍に同一品種に於ける内外麿別7．）弧仲力として基げやうと思ふのである（繭綜
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　の形1伏、綜膠量及性質と弛1伸力との關係につきては引績き實験中である）

　　　　　第二　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　外　　暦　　　　　　　　　　　内　　暦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　緒　、、蕪鷲；1d）馨猟弧驚d）1購
　　　　日　　　一嶋　　號　　　　　 21．51　　　　3．402　　　　21。98　　　　25顧OO　　　　3．362　　　　ユ8．7」「

　　　　殴　三　號　　25・00　3・355　21．67　2・a．90　3．352　19．85
　　　　侵野正白　　工8・磁　3・776　21．50　21．56　3．355　18．80
　　　　A　七　號　　」・5・・32　2・89・　20，92　11：‘a7　3．095　、5．05

　　　　昭　　　羽1　　19・5el　3．285　19。92　14．40　3．262　14．75
　　備考　（1）　測定窒の盗度8D°F漁度70％

　　　　　　（2）　測定器H甜式セリグラフ

　　　　　　（3）　料綜探取は前表と同様

　　　　　　G）外酒醐徽の異るは鰭1蝋を異にせるためである。

　　厳親る姐共の鮒ブコ錦撫駒て異るは勿論洪の内服殿りても網の羅を見るの
である燃して共の韻の繊は種練より矧1加於て戯るものは服醐く酪鰯きもの、
膿燃て賄帆外廊多く内居砂加のである、之れは吐綜の際に於け繊酢鵬趨各種
の條件に密接なる屡豚嚇つて漏のである調れにしても蹴酬．薗曙別に多少の勅あること

を認鵬るのである・①棚翻士職綜を6％帳せ翻合の徽を示しておるが之隷焔と鮒
力磯分の差異あること榔げ之のものカ・實脱救な齢のである磁べ傭る．撚し乍ら切繍

FN近に於る鮒加1臆は6％帳物ものと謝異なつて繍のである洪れは瑚グラ・に於ける

鰍が鰍極囎附近迄同一であつt・・’Lのが之棚働牽引により往唄つ欝路を辿ることがある

ことである。

　　　（1）棚聯阯綜條蹴査機械に關する蹴（日繊纒騰第二飾三貌）
　（3）　飼育季節別の強伸力

　慧兇の吐綜作用が外界の湘度に影響されることを考へる時は春秋獄期により共の強仲力に差異ある

ことを知り得るのである。

　　　　第三表
　　　　種　　　奨頁　　　繊度　　強力（封1d）　　仲度（％）

　　　弥…　　白　　口　　三受：　　　　　　16．d　　　　　　　4．06　　　　　　　　2（）．62

　　　初秋白日丈　　 1d，82　　4．108　　18．82
　　　界　　黄　　陵　　三茗こ　　　　　　　Z8．4些　　　　　　　3．83　　　　　　　23．60

　　　初秋黄支彫【　　17．04　　3．92　　　22，70

　備考測定方脚ま棚・も前回のもの綱じ。料繍鉢校画（て同一、鞭を即

上表に見る如く飼育μ欄・）温慶の高鰍鵬餌・も勤大1ビしてイ帷は少ないのである詑れカ・原

因は表示せる如く搬の継ものが勤大であると云S・eと・他は嚇個」喋異鳳りて起るeと
を推察し得るのである。

　生綜槍査所報告によりて見ても春、秋繭綜との闇に共の強力は秋期大にして共の仲度は春期に大な

る値を報告して器る0

　54’t〔）萩原噂ヒは柔軟性．霧ill張性．1軍性等の諸黒占は春慧の大なることを指適しておるボ之れは春獄繭

綜が秋慧繭綜に比して強力梢少く仰度の大なることより考へ得られ．秋獄繭綜が繭層中にて春獄綜に

比して既に相當疲勢しておることを知るのである。

　　　（1）　萩原博士　人絹調査第二巻（羅綜業同業組合中央會粗告號外）
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　b，　織度と彊仲度

蜥の醐伽職卿勒1と共｝囎して行くeEは鋤嚇騨“泌り謡徽査所に於ける報告
を亮ても系噺砒して焔のものが幾分鍵腿を示し篇る・瀦等も之才・につき實勲行ひ次の

結髄得・居る、　el」ち1腰の蘇1聡蝶め詑縫蠣より内居迄繰糺て勤たる蜥の中騰のみ
を試料として撫…を行つたのである、』行ひたる粒数酬燃袖鋤より5・6・8・1°・15・2°・25牙室施をmひ

鍍髄は1繊り2．3．4．5．6，8、10．15．2・・25粒御てチ辱の傾1龍見たのである・卿コ1こ就ては

　　　　第四表

　　　封、、強力　・9．9・3．・23・25・・35・・3・3・433・573・63

　EIJち繊度の塘加と共に蹴位織度に封する彊力は糟大するのである。

イ被に就ては前記の一粒より25粒迄行つた洪の結果は

　　　　第五表　　　　　　　　　　．　　第’一圃

　　メ駆ヒ阻、　　、，！l　　　　　　　　　　！
粒数　　　繊度　　　伸長最　　　％

　　　　　d　　　　　m．m。
　1　　　　　3．A5　　　　　9d．85　　　　18。97

　2　　　　　 7，63　　　　101，62　　　　2U・32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．0　3　　　　　　11．31　　　　　103．19　　　　　20．64、

　｛主　　　　　　14．58　　　　　　103631　　　　　　20．66

　517．．7010S．1821．6孟
　6　‘a、．、8　・・2．02　22．59　25・0
　8　28．05　、、5．7。幽rA3．i4　↑

　10　　3di．90　119．d3　23・89　イill
　i5　　　　　　52．60　　　　　119．73　　　　　23・95　　　　　　2d」．0

　20　　　69．30　　121．90　　｛B・i・38　　長

　25　　83．63　　ユ2・k．6　　24・92

　　　　　　費繭（厭七×支七、　　羅㌦．・

　　t－一一pmm－一一v’一　粒数　　　繊度　　伸長量　　　％
　　　　　　d　　　　　m．m．
　1　　　　　　　4』．OO　　　　　　　93．73　　　　　　18・74

　2　　　　　　　7。59　　　　　　　92．51　　　　　　1S．5〔，　　　　　　22．0

　31Q．53100．1720●00
　塗　　　　　　1義．95　　　　　104：．07　　　　　20．81

　5　　　　　　17．22　　　　　105。73　　　　　21．15　　　　　　2】∴0

　6　　　　　　　21．28　　　　　　112●90　　　　　　22。58

　8　　　　　　28．70　　　　　　116．33　　　’　　…豊3．27

　10　　　41．30　　123．13　　2生．63
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．　ユ5　　　57．00　　　125．02　　　25．01

　20　　　　　　77．OO　　　　　128．53　　　　　25．72

　　じ　‘as　　　　　　100．00　　　　　　ユ36．30　　　　　　…二7．26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．0
　侃1う｝㌘　　｛貝11　siti孟n’度700F灘度6f｝96－70％メド∫勾

　　　　65％測定にはセリメーターを用ゆ

　　　　前記の繊力はスコツトセリグラフ　18．O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　IC】　20　　30　　40　　50　　60　　70　　δO　　ge　ユ00
　　　　を用ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊　慶・→
　　之れを圖示すれば第一圃α）如くなる。
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1蹴駒て朋かなる如く我・の製造する太さの範囲に方きて劇唆叫枷は廻安的速かにナ舳1するも30

デニール附近に連すると曲線は屈折して急に共の増加率を減少するのである、即ち生緋は共の製造二［二

親巾約10粒附近迄の粒付迄は共の各粒の張力の影響を受けるも　10粒以ヒになると共れが少なくなり

全体としての張力は早均されて來るために之の附近より仲長景の攣化はlllllかとなり15－20粒附近にな

ると伸畏は殆ど一定となつて來るのである、我々が織物原料占して使用する蜴合に於ても蜥様な各繭

懸の配列が一様となり安定せる仰度を有するものであることは望ましきことである、卿1様な隠1床に於

て若し厚地の織物用として製造する生綜は緻度を太くする時は繰縣上繊度の塾齊を容易に行ひ得ると

共に色々の便利な畢iを存すると思ふのである。

　G．液体中に於ける生綜の強伸力

生拗1エ，賂種の塵理は大部分液休1・i・・にて行顧るのであつて之れが液伽陳於ける弾勅の測定

は最も必要なことである、然るに共の測定方法困難なるた配現今迄其の測定値の獲表は少ないのであ

る、今迄液中の弧仰力として搬表されたるものは多くは液中に生懸を浸して浩『』時闇後之れを取出し

て直ちに測定し疫ものが多V・のである、生綜の如き細きものは水分の磯散面大なるため水中より塞中

に取り溺す時は水分は直’らに獲散して牛乾きとなる爲に斯様な歌態の綜と實際浸漬中に灘建し疫綜と

では共のf直は幾分異るのである。今次に二三の實験者の測定値を示し併せて潜岩等の實験値を示すと

　　　（1）　P・E・Ki1ユ9（田he　INC［aliufac七ui’e　of　A．r七ificial　Silk　｝3y　E．『Wheeleコう

　　　　　　　強力（封1d）繍1膿伸度難｝・・％

　　　（2）厚木勝基氏（入逝絹綜　同氏菩）

　　　　　　　勤儀懸1鵬3盛欝　イ・li度｛繍叢
　　　（3）　　　1K・］じfしis氏　　（Texヒiliエldus七yie　　43）

　　　　生綜　箪綜繊度　1．26d　　　　減少率

　　　　　　　拗儀糠鵜、．、％．

　　　（4）　HassaG氏

　　　　魂員力（封1d）2，5gr　で巾度21．6％

　　　　乾灘伏態に於ける切断弾力（竜　『二方粍）

　　　　　耳吃　　糸　　　　37．o　　　　　　　雪黒　　度　　　　37．0

　　（5）S七rehle皿er七a皿d　Wes七ergren氏

　　　　　　　　　　　　　乾綜　　　濃綜　　同上減少率

　　　　　　翻糠鋤儲㌍螂9「捲§％

　　（6）SG1ユulesshlger氏

　　　　　　　　　　　　　　　弧力　　減少率　　　仰度
　　　　　　生綜　　　章乞　緑　　　8、77gr　　　　　・　　　8，4％

　　　　　　　　　　雪契…　JWt　　　　2，07　　　　　65％i　　　　　23．00

　　1，EWlleeler．氏The　n・anuCacture　of　ArtiCicial　silk．

　　2・厚木勝基民　人幾・網綜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　3．カ1美好男氏　人邉絹綜工業の概要

　　4．冨久力松氏　人造絹糸

以上は測定方法不明なるも共の値が何れも1副・1茂である。

次に著齎等の行ひたる成績を示す、共の測定方法はH浬式セリグラフに圖の如き襲置を施した。
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　　　備　考　　a．供試綜　　b．ご重の砧子管　　c・c！上下のクリツプ　d・ゴム管　　e．水を入れおるピー一

　　　　　　　ヵ一　f，9．　bの鵬子管の支柱　h・ビーカー壁　i・内側の硝子管に巻きたるゴムテープに

　　　　　　　して雨管を密ラ膏ナ　　其の他はH・丁式セリグラフを其の熾用ゆ

　圃に就て読明するとaは供試綜にして、bは二重になつておる硝干管で内管は支柱fにより一定の高

さに圃定し外管は下降クリツプcの下降運動にて引下げられ之の内外管の接角蜀は一部分を三裂ぞ亘二Z

にて密着してある、dはビーカーeより下る水をb管中に導くゴム管であつてvビーカーeの水面は初め

にbの内管の高さと同一にしておく、9はb外管が下降の際動かざる檬支え誇くものでb管は之れを自

rilに通過することが出來る、hはビーカー墓菱である、先づ測定を行ふ雨b管内に綜を通して下のクリツ

プGに圃定し、後水をビーカーに充してbの内管の高さ迄入れる、後綜を上のクリツプcノに圃定する・

然る後所要の峙闇を経過したる後セリグラフを動してeを下降せしむるのである、然る時は綜は水中
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　　　にて引仲ぱされて其の性質を濤配するのである、1）内管の水の高さはL’Xの下5粍位の所に置けば水は表

　　　面張力により管上に幾分凸商を呈する故完全にcノ下に速するのである、紛欝際に行ふ傷合にはb内管上

　　　より水があふれ出る故に柵の下に水受けを置けばよい、斯様にしてCを下降する時は綜は次第に仲α

　　　るが水面はビーカreの水面に調節さ身Lて常に悶定せるb内管の．L面にある故に綜は常に水に漁されて

　　　あるのである、！然してeの水面の高さを換えるli寺は供試綜の1黒潤の長さも自lllに換え穏る㊨である、

　　　斯様にして次の様な欣態に於ける生懸の獄仲力を調査したのである。

　　　　（1）、4ミ浸水中の生綜の弧伸力

　　　　之れは測定伸長の牟分を浸漬して行ひたるものである。

　　　　　　　第六表

．　　　　　繊度　遭し遜＿　　＿墨産＿　喫選斡
　　　　　　　　　　　　　　　張力　　　仙度　　　脳力　　　伸度　　　強力

　　　　　　　　　　　dgr％gr％％　　　　　　㈱練｛1罐　唖　2°・竺1：f98蹴「21・9

　　　　　　費繭綜｛ll：量9　4・1ZL5　2醤・暑1夢ζ　封量：3　2s・7

　　　　　備考　浸漬時間10分

　　　　　　　　弧力は封1d　伸度は％

　　　　　　　　弧力減少華は乾灘継の狙力の遊を乾綜弧力にて割り7eる百分率

　　　　（2）全浸水巾の生縣の張伸力

　　　　之れは測定綜歪部を浸水の儘1∫ill定するもので切圓i螺11iに遽する迄生綜は完全に浸水されておる。

　　　　　　　第七表

　　　　　　　　　　　　繊度　　強力　　伸度　強力減少率　伸度欝加率
　　　　　　　　　　　　　d　　　　　gr　　　　％　　　　％　　　　％
　　　　　　答、卜要丈講｛量1：罐　　1：雛　　IX：1　32愛　　ω璽

　　　　　～薇七肇夢支奮　　｛…§：量9　　　　　　　舞：早呈5　　　　　　　萎§：器　　　　　　 30 �I　　　　　　　　 20 �I

　　　　備考　上表は何れも漁潤縣の成績酋ある。

　　　　　　　　料綜は傘浸水匠と同一にして甥照瓢は牛浸水颪の戦懸である。

　　　　　　　　浸漬時聞10分

　　　上表の如く牛浸水より全浸水となるに從つて共の弧で中力は憂化して來るのである1而して共の浸漬

　　時聞の長短は叉弧伸力に關係するるのである。EPち

　　　　　　　　　　　　　　　第八表　　（A）　白繭綜（日一×皮四）

　　　　　　浸漬時陶　　　強力（＄：tld）　伸度（％）　強力滅少穣（％）　伸度櫓加牽（％）　　備　　考

　　　　　　　　　　　　　　　　9「
　　　　　乾燥綜　3・73　22．2　 －　 一　使用繊度は17．8d
　　　　　1　　分　霊受f　フ」く　IUt　　　　　　　　　2．72　　　　　　　　　33．3　　　　　　　　　27．10　　　　　　　　　46。25

　　　　　2　　　　　同　　　　　　　　　　2．56　　　　　　31．2　　　　　　31。40　　　　　　36．85

　　　　　3　　　　同　　　　　　　　　2．3d・　　　　32．7　　　　　37，35　　　　　43．35

　　　　　5同　 2．65　33．128．9545．20
　　　　　10　　　　同　　　　　　　　　　 2．65・　　　　　30．8　　　　　　28．95　　　　　　35．10

　　　　　20　　　　　同　　　　　　　　　　　　2．02　　　　　　　27．2　　　　　　　d5，80　　　　　　　19．2g

　　　　　　　　　　　　　（B）黄　繭　孫q歌．ヒ×支七）

浸i潰時間　　　張力（封1d）　伸度（％）　強力減少率（％）　伸度講加肇（％）　　備　　考し

　　　　　　　　　　9「　　　　　　　　　　　　　　噛

乾燥縣　4、29　25．0　 －　 一　使朋繊度はコ「o　．d　6　d
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　　　1分浸水畷　　2．65　　33・8　　38．20　　35・2（，
　　　2　　　　　1i〔i　　　　　　　　　　　2．5（，　　　　　　32，1　　　　　　　4・1．75　　　　　　　28・35

　　　3　　　　　 「磯J　　　　　　　　　　　2。12　　　　　　　2り昌壬　　　　　　　50．75　　　　　　　工7・6〔）

　　　5　　　　　　「可　　　　　　　　　　　　2，7盛　　　　　　　33．9　　　　　．　　36・〔｝0　　　　　　　35・50

　　　10　　　　1司　　　　　　　　　　　2鰯5C：　　　　　　32．9　　　　　　　≦』1。75　　　　　　31．｛30

　　　、20　　　　　同　　　　　　　　　　　　2．31　　　　　　　29．0　　　　　　　46．20　　　　　　　16．OO

　　備考　上認の牛浸颪のものと同じ

　　　　　浸漬時間は生綜の仲長を初めし時闇にして牽引速度2，4emん1なる故貯り」蜥迄の時聞はi：

　　　　　舘の時1韻に5－8分力il鱗〔されておる

　前記牛浸水鳳生綜、浸水匝生綜，浸水時聞の長短によるξ｛：綜の磁仲力の差異は外園にあるセリシン

の膨化して抗張力を失ふと共にフィプロィン實質間にも水分が侵入して外力に鮒する抵抗を減するも

のと考へらる、叉侵水時聞の長短中初め闘仰力は相當大なるものが時闇の経輝に從つて強仲力共に減

少することは時聞の経過と共に生綜は釜々柔軟となり強力を減すると共に御度に於ては張力の大なる

聞はフィプロイン粧子聞の結分は繁密なるものが次第に緩かとなり、粒子各自の結合力は外張力に耐

える力少なくなり、從つて弧力を減少すると共に共の伸度も減少するものと思はる、斯様に繭は相當

に便時闇浸水する時は弧力は少なくなり仲度は大となるため一定の張力下に於ては紳度レよ乾糸に比し

て鞍浴しく多いのである（生糸は乾燥する時は元の1りこ態に復す⊃之の意味からして繰糸法を異にせる

瘍合に於て共庭に幾られたる生糸の強紳力に艶異を5｛ξすことが想像L冊るのである。以上は箪に水巾

にて行ひたる繰糸上に關係する項口であるが、製遊されたる生糸は織物にf－1：．1：る迄には各種の藥液申

にて庭理されるのであるから之等の藥液rliにて生糸¢）弧仲力は如何に影響されるかを知ることも亦必

要なことである。

　次に滲考のために著霧等の行ひたる二三の實験を示すと次の如し、使用せる藥品は雄糸庭珊1二最も

普通に行はれる二三のものを探つた。

　　　　（1）苛性曹遽　　 （2）マルセーユ孝苛鹸

　　　　（3）酷　　　　　　酸　　　　　（4）　タ　ン　＝　ン酸

　　　　（5）酒　　　　精　　　　（6）人遡絹糸の浸水試験

　（1）　苛　性　曹『連

　アルカリ性物質がセリシンを溶かしブイプrtインを害することは衆知のことであつて之のものが生

糸の弧仲力に如何に影響するかを調査したのである、典の結果は次の如し

　　　第九表
　　　　　　　　　　　　　　白繭糸（日一×支四）　　　　　i黄繭糸（隊七×支七）
　　　　　　　　　　　　　　・－－・・－－・・－・－－wtk・－・．　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　強ブ」（封1d）　　　彊1度％　　　　　　　弧プコ（塑ナ1d）　　　イ申1斐（％）

　　封照・・儀　糞　1：199「器：§8　1：ll9「㍊

　　試駆朧嫌　1：ll、　峯1：8i　l：gg　l瑠
備考　Il繭綜の繊度17．8d黄繭緯15，24d

　　　　測定需はH．田式セリグラフ

　　　　浸漬時間10分・液湿25°C

上表より見て濃度の糟大と共に弧力、イ申力を減する様である。

（2）　マルセ・一ユイ了鹸

　　　策十　表
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　　　　　　　　　　　　　　　　　白1嫡糸　　　　　　　　　　　黄繭糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　
　　　　　　　　　　　　　　張力（劃’ld）　　伸度％　　　　強力（劃1d）　　伸度％

　　　劃照畷｛麗　黍　　1：1，／19「　器：§　　肯：ξ19・　謝9

　　　試麗｛9：15鷺　 1：ilh9‘131？　諺：？g　§1：器

　　備考　苛性暫蓬の項と同じ

　生綜に樹するアリカリ性物質の作用は共の濃度の増力1と共に弧イ申力を城するのである、叉之等の液

中に於ける生綜の狽仰度の關係曲線は乾燥綜の典江と全然趣きを異にしておつて乾縣に於ける如き媚

折黒占を認めす共の形は初めより殆んど直線に近v・曲線をなしておるのである霞ljち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　三　　岡

強

力

↑

就燥懸

一｝｝
強

力

↑

　　灘

@　測

’

炉

　　　　　　　　　　　　　一一伸　度　　　　　　　　　　　　　　　　一〉仰　慶

　　浸水寵、苛性曹達圃、Vルセーユ石鹸颪共何れも第三岡灘潤綜の示す如き曲線を謝き浸水厩に於て

’　は浸硫時闇の増加するに從ひ、薬品旺は共の濃度の増すに從つて何れも（1）より（2）（3）の曲線に見る

　・如く攣化するのである、之の曲線よりして前述の繰綜條件と強仲力との關係が共の陛かの繰綜張力の

　増加が脹力の攣化の割合に比して伸度を増すこと多きを知るのである。

　　（3）タンニン酸

　　以上のアルカリ性物質は何れも（蜜験せる濃度の範圃に於て）弧仲力を減｛レする傾向があるが酸性

　物質に就ては如何であるかを調査して見ると

　　　　　第十　一表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　白繭糸　　　　　　　　　黄繭’糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強力（蜀1d）　｛liPrE（％）　　　　　　um力（塁寸1d）　偶1度（％）

　　　　照・・傑　素　1：1§9「灘　　亀：暮39「騙

　　　　試麗｛1：蹉護　舞：量1　書1：15　、ユ4　、凱，、

　　　備t）一前記各表（第十一一一、－1一二表）と同じ

　　タン＝ン酸に於ては濃度の塘加と共に張力を増しており仰度は減じておる（實験の範囲にては）之

　れは酸牲物質がセリシン、ブイブロィンを牧創して爽の結合を緊密にする性質あるためにして濃度の

　増加と共に之の’性質は署くなるのである。

　　（4）酷　　　酸

　　　　　第＋　二表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　白繭糸　　　　　　　　　　　黄繭糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”－－）．＿　　　　　　H　　　　　ijjVl（鋤1d）伸度（％）　　強力（劃1d＞仲度（％）

　　　　封・欄磁　黍　躍9「器鳶　　1：器・・謝

　　　　試駒1・｛1：1嬬　1：霧　ll：1　2：5r°　里・1

　　　備考　クン＝ン酸の項と同じ
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　酷酸に於てもタン・ン酸の如く濃度の士伽と共｝酬力増力11し、イ帷猟ずるのである・今共の曲線

を見るに大体に於て第三圃の灘閏綜に於ける如き形となるが共の方向は第三圓のものに比し幾分⊥rfil

となるのである（圓は略す）

　（5）酒　　　精
　酒精申iこ於ける生縣の強抑力曲線の歌態は1陀燥縣及瀦閏綜の中間にあるもので、之れは酒精がセリ

シン，フイブn／ン粒子を灘1せしむる性質を有するためにして誤の濃度の増加と共にll襯レ縦燥

綜の卿に近づくの筋る・之等の僻£はエーテル・石購の中に方きて綱様に棚れるのである・

』興の域繍1を示すと。

　　第＋三表
　　　　　　　　　　　　　　　白繭糸　　　　　　　　黄繭糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弧ブJ（封ユd）　　｛ili度（％）　　　　　　　強ブ」（劉・1d）　　イfll度（Y／o）

欝照匠磁素　套：91g「13：§　亀：君㍗「搬

試鹸峨｛13舞叢　彗：湯　釜9：1　　蓉：lg　封1：1

備考第卜四表に同じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．

共のllll線は次の女nし

　　　　　　　第　四　岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記曲線中（5＞は1黒潤綜Qkrl・1）の示す曲線で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あつて（4）は約10％滅精中に於ける曲線にして濃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に見られる如き屈折黒1苛は次第に明かに現はれて來

　　　　　　　　仰度｝》　　　　　　　　るのである。

　（の　人造絹綜の水rl・1仲長試験

滲考のために人造絹綜の漏潤炊態にある瘍合の弧仰力を示す、測定方法は前記の方法によつたσ）で

ある。

　　第　十　四　表

　　　　　　　　　　　Celanese　Silk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Viscose　Sillc

　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　
　　　　　　　　　張プコ（鋤1d）　　イ巾渡三（％）　　　　　　　強ブコ（劃・1d）　　　　イ巾鹿（％）

　9’、1’　　　JK蔓　　　1，“　　　　　　　1．09麺gr　　　　　15．2％　　　　　　　　　1．095gr　　　　　17．65％

　議℃　　　験　　　1扇　　　　　 O．520　　　　　25．8　　　　　．　　O．24tl．　　　　　21．43％

｛｝llfラ｝萱　　Celi・　neg，　e　Silk　tま織度176（l

　　　ViSCOse　Silkは同　ユ33．5d

　　　浸漬時陶10分試験器H．T．式セリグラフ

　　　昭和二年1壼人絹
壱

共の彊伸力關係曲線を見るに次の如し
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張

力

↑

第五隔1

層1凋

・べ♂
｝、轡贈　1

L 1

伸　慶→

d．乾燥熟と強仲力

H　　　　　　　　　右圃の如く爾爽に於て共め形を異にし同一の浸

t．．．一．＿
ﾋ　　　　　．水時聞に於てt’tl　Ge1翻卵e　Sillcは．　Vi帥o顧Si1］c

べ評“　砒し勲闇・ま航しく麟である・・を滑
　Pt　x’　　　　　　のであるo

　　　　　　　　　　（尚生懸¢）液体中に於ける弧仲力の攣化について

1＿　　　　　幽は實験鞭綾中につき厨日詳細を獲表することSす

　　　　　　　　　　る）

　乾熱に封する生綜の弧仰度の試験は正量槍査實施上必要なることであつて最初に生綜の水分槍益を

行つて其の含有水分の關係を調盗したのはコ831年（天保二年）佛人タラポウ氏にして共の槍査には

103°Cを月jひ、次で1833年ダルセー氏は乾熱の生縣の性質に及ぼす影響を研究し生縣は・105°C－170°C

迄の疏度を使用するも外見上共の性質には影響なしと搬表したのである、共の后各闘にて研究され現

在使用する温度は130°C内外のものである、大塚氏は（最近生綜槍イi三論）生綜の強仲力は130°C内外

に於ては僅かに共の度を減するに過すとしユ50°C以上に接鯛する時は共の濫度並びに時聞の高長に從

つて褐色を帯び共の張仰力を減少すると述べておる、叉磯部、今村氏は（理化畢研究所彙報第六輯第

三號）1CO°C以」二にては強仲力が不良となるが80°C以下にては殆んど攣化なしと述べておる、著者等

も亦之れにつき實験を行つたのである、共の鯛熟の方法はガス使用水分槍査機を用ひ熟源より來る輻

射熱をなるぺく少くするために、釣籠の底を4段となし更に試料は1幅宛（1旺は100回繊度綜4本）

を紙袋に入れ各所要時闇づ嫡蜀熟したのである、后50％内外のアドソールに乾燥器中に1匝は2日聞

放置し．1旺は4ケ月「用放蹟したのである、狽仲力試験機はセリメーターを用ひ一日中の漁度GO－65％

となるを待つて試験を行つたのである、共の結果は次の如し（昭和4年9月一12月）

　　　　第　十　五　表　　（A）

　2口閥放匿后の張仲力

　接鱗圃c・）　塒間接墜．．　　遡遡L＿　　＿4劇鑓＿
　　　　　　　彊力（i封1d）　伸慶（％）　　強力（鮒1d）　伸度（％）　　強力（封1d）　伸度（％）

　　　Soo　　　　　　・3，365gf　　　20．58　　　　　　　3．657gr　　　19．89　－　　　　　3．905gr　　　17．58

　　　900　　　　　　3．478　　　　　20．71　　　　　　3。381　　　　　20．06　　　　　　3．571　　　　　20．7〔｝

　　　1000　　　　　　　3．ユ46　　　　、ユ8．22　　　　　　　3．390　　　　　21。96　　　　　　　3．561　　　　　21．82

　　　ユ100　　　　　　　　3．110　　　　　　20。88　　　　　　　3．537　　　　　　20．85　　　　　　　3．503　　　　　　20．99

　　　1200　　　　　　　3．005　　　　　　20．88　　　　　　　3．39Z　　　　　　21．55　　　　　　　3．415　　　　　　19。91

　　　1300　　　　　　　3．11d　　　　　ユ9．08　　　　　　　3．1ユ5　　　　　19．95　　　　　　　2，97些　　　　　コ．6。20

　　　ユ4｛｝0　　　　　　　3．563　　　　　17．44t　　　　　　3。443　　　　　16．51　　　　　　 3．209　　　　　15．75

　　　150e　　　　　　　3．339　　　　　17，39　　　　　　　3．OdO　　　　　15．59　　　　　　　2．904　　　　　13．60

　　　1600　　　　　 3．209　　　　17．24　　　　　3．011　　　　1・S，34．　　　　　2．629　　　　　8．15　　　　　　　　　　・
　　　1700　　　　　　　2巳74，7　　　　　16．19　　　　　　　2．329　　　　　　f）．05　　　　　　　1．76（匙　　　　　　d」．24・

　　　1800　　　　　　　　2，232　　　　　ユO．67　　　　　　　2．048　　　　　　5．27　　　　　　　1．404．　　　　　　3．53

　　　　第4十　五　表　　（B）

　4ケ月放置后の弧伸力

撚温度（G。）遡墜塑＿、　　2”孝間塑＿　　　遡揃蜀＿
　　　　　　強力（調」1d）　伸度（％）　　彊ブX調・1d）　伸度（％）　　強力（鋤1d）　伸慶（％）

　　　80Q　　　　　　　3．637gr　　　17．2　　　　　　　　3・3dlgr　　　15・3　　　　　　　3・610gr　　　18・2

　　　goo　　　　　　3．470　　　　18．5　　　　　　 3．810　　　　15，5　　　　　　－　　　　　　
－

　　　10⑪ρ　　　　　 3．65iナ　　　　エ3．2　　　　　　3．370　　　　20．5　　　　　　3．740　　　　18．1

　　　1100　　　　　 3．810　　　　‘aO．2　　　　　　3．310　　　　153　　　　　　…1．995　　　　13．5

　　　1200　　　　　　3．410　　　　」8．7　　　　　　3．76〔，　　　　17．2　　　　　　3．293　　　　16．6
　　　1300　　　　　　　　39280　　　　　　21．6　　　　　　　　－　　　　　　　　一　　　　、，　　　　　　2．730　　　　　　13．2

　　　14〔｝0　　　　　 3．2‘？，0　　　　18．7　　　　　　3．17〔｝　　　　18．｛3　　　　　　2。　S，　「oO　　　　1生．7

　　　工500　　　　3．鰐0　　　15．3　　　　　1S．3d，0　　　13，3　　　　　2610　　　Z2．2



102　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懲　　　　　綜　　　　　駆　　　　　尉虚　　　　　需㌫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第四莞聾

　　16｛｝0　　　　　　　3．020　　　　　　11．1　　　　　　　　－　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　2．910　　　　　　　5．2

　　17〔）0　　　　　　　3．140　　　　　13。3　　　　　　　　2。ti　34　　　　　　6。｛髭L　　　　　　　1．550　　　　　　2，8

　　1呂Oo　　　　　　　2．311　　　　　　7．O　　　　　　　　ユ．8〔）0　　　　　　2．6些　　　　　　　〔｝．855　　　　　　1．4

　備考・（1）本試験に用ひたる生綜の普通厩の弧仲力は1も0匝！繊度綜4本計400本の亭均は3・tjo

　　　　　　grにして伸度は21．36％なり琶

　　　　　（2）　試験匠は各1CO本宛槍査の挙均なり

術之等の關係を圃示すれば次の如し

　　　　　　　tt’；”六　圃　（A）　2H問放置后の強力
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第七圃　（A）齢月放麗情の強力
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第ヒ圖　（B）4ケ月放瀧后の伸度
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　以上の結果によれば温度のみより考ふれぼ140°C附近迄は強力は幾分減少し仲度は130°C附近迄幾

分減少し、共れよりも高くする時は強力伸度共急激に減少し初めるのである、叉接胴蔦聞より見る時

は2口湖放置后測定せるものは130°G附近蓬は弼巾力共梢多き値を示したるも之れ以上になる時は弧

仰力共に接腸時闇の長きものは漸次減少の度を増しておるのである。4ケ月放置后測定せるものは張

仲力の減少の傾向は前者と禰同様なるも、只之のものは接燭時間の高長1こ從つて順序よく減少してお
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るeとである。之れ萌ギ葦に於ては高淵揺i醐の影響が安定化せざる萌に測定したる爲に却つて低湿に於

ては或る程度の接垂蜀のものが弧伸力に於て勝つておるので，后蔚に於ては典の影響が充分安鐙化した

る盾測定せるために澱度時聞の高長により順序よく減少しておるのであると推察することが出來る、

之の場合生綜の外糊は140つC附近より梢褐色に蔚色し初め1「］ocCでは着色度は肉眼にて覧明かに見得

るのである。

　　　　e．生綜の仲長と強伸度

　生綜に張力を加へて或る長さに牽引し共の張力を除く時は生糸糸は幾分恢イ夏するも共の硬慶を壇すの

である、今絹綜加工中斯様なIVこ態の部分があるならば共の品質は原料たる生綜の性質と甚だしく異つ

たものとなるのである、之れ等の關係を知るため共の試験方法當を得ざるも次の如き方法にて實験し

たのである、L211ち生糸を水中にて所要の長さに牽引し共の儘外氣li・1に放躍して乾燥し共のもの玉強伸

力を測定したのである。共の結果は次の如く

第　＋　六　表

　　　　　　　　　黄繭糸（1歌七×皮一七）　　　　　　　　　白繭糸（日一×皮四）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
“　匿別　繭麿別　　張力　　　伸度　　　繊度　　　　　　彊力　　　伸鹿　　　繊慶

　　　　　　　　　gr　　％　　　d　　　　gr　　％　　　d

龍liギiil羅　繋i｛ll　l；1

龍｝ill　lill；l　lllボ1

備考　庭理方法は生綜を脹り5分間浸水后0，3cm！Sの速度にて牽引し疫る后取出し墜氣中にて

　　　　乾燥す、之の乾燥に用したる時間は約2時田1

　　　　生糠は30本を1甑として測定す

　　　　虞理置（1）は5Dcln原長の生綜を漁潤朕態にて52Gmに仲長ll腫の儘乾燥す、塵理颪（2Jは

　　　　50cmのものを54cmに伸した。爾者共乾燥后長iさの恢復なし。

　　　　槍査將械はセリメーターに依つたo

　以上の如く無庭鯉隈は庭理慨に比して弧力鞘少なく仲度は多いのである、興の程度は試料により差

異あるも大体8％旺は弧力大にして紳度は少なV・のである、故に實験せる御長の範圃内に於ては生綜

がある方法にて伸長される時は生綜は硬度を輸し仲度を減するものであると云ふことが出來る。

　　　　第二節　生綜の仲長に封する恢復作用

　之の問題に就ては術實験を浄聯鎖沖なるも共の概略を示すと次の如し。

　扁股に捧叉は綜條は共の爾端に錘りをかけ之れを引張る時は試料は長さ及横の方向に攣形し、長さ

を増し共の噺面積を減するのである，斯様にして次範に加重する時は試1験片はある一黙に於て切蜥す

るのである、之の際浩し試験片がま均等質のものであれば試験片の中央が切蜥黙となるのである、然し

普通使用する試料は均等質で一・様なる形を有するものは殆んど少なきために申央にて切断することは

稀である、帥ち試瞼片が均等質ならざる時闘長力を加へたる瘍合・共の最も弱い黙で切漸するのであ
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る，絹綜は一般に知られる女11く醗兇の吐綜醤繭ぜしものより遭りたるものにして共の繭懸が均等質で

なく叉一様なる形のものでないことは衆知のことである、斯様なものを試料として仲長せし鵬合・1試料

の部分的の仲侵量及切蜥鮎が均等質に比して甚だしく複難であることは當然である、之等につき行ひ

たる二三の實瞼結果を示すと

　　　　（u）　實験方法

　　　　（b）　部分的仲長量及共の恢復量

　　　　LG）時閥的及乾漁爾欣態に於ける全般的憐復量

　a．實験　方法
　試験材料には白繭緑（日一x支四）及黄繭綜G欽ヒ×支七）を探り、其の太さは試料を分割するた

めの指標を明かにするために極太き綜を作つた、帥ち30糧を集合し典の織度は90d内外であつた、試

験片の分割は5cエn宛とし仲長1洛にはセリメーターを使用した。槍査せし瘍合の室温は75°（F⊃にして共

の爆度は70％、典の仲長量は2，5Gln，↓Gln，103叫12cユilにして之の場合の各随割（指標闇の）の仲長蚤

及荷璽除去肩の各慨の淺留伸艮量を測定した、各慨に施したる指標は緑色エナメルを用ひ長さユmm

を塗付L共の中闇を鎖大鏡にて正確に蔽んだのである。

　b．部分的仲長燈及恢復量

　上記の如き方法にて探取せる生縣につき虞用の畏さに仲したる后共の仲長恢復量の結果を測定し

た。帥ち

　　第　十　七　表

　　　　　　　白繭糸（日一×支四）　　　　　　　　黄繭糸（鰍七×支七）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1置別　　　　　A　　　　　13　　　　　　　　A　　　　　B
　　　　　　　cm　　　　　　　　　　　　CII）　　　　　　　　　　　　　　　　　cm　　　　　　　　　　 cnl
　1　　　　　　　　　　　　6．030　　　　　　　　5．76S　　　　　　　　　　　　　　　　6．OV5　　　　　　　　5，80S

　2　　　　　　　　　　6．030　　　　　　　5，S30　　　　　　　　　　　　　　6，100　　　　　　　5．883

　3　　　　　　　　6。131　　　　　5．8庄9　　　　　　　　　　　6，153　　　　　5．880

　d　　　　　　　　　6，07d』　　　　　5．8　vo　　　　　　　　　　　 6，218　　　　　　5．920

　5　　　　　　　　6．1盛3　　　　　5、S33　　　　　　　　　　　6．13S　　　　　 5．89δ

6　　，　6．1〔｝4　　5．86・1　　　　6・130　　5・895
　7　　　　　　　　6．08　　　　　　5．896　　　　　　　　　　　6．099　　 畠　　5。870

　86．1315．875　（S．0485．815　9　　　　　　　　　　　6。09　　　　　　　　5。919　　　　　　’　　　　　　　　6．｛〕65　　　　　　　5．7eL8

　實伸長　　　26．‘lt）％　　　　　　　　　　　28・31％

　切陶循側1長　　9．72％　　　　　　　　　　　　　10・39％

　料綜の繊度100．齢d　　　　　　　　gS・02d

備考　隠別は料綜分割数分割せる長さは1樋5Gln

　　　A1厩は12Gm伸長の場合の各概の仲長量（試料の切陶仲11長の直前のもの）

　　　玉3概は試料切蜥后の各麗の伸長量にして211ち荷重除去后の仲長量

　　　實仲長は試料の切蜥伺；長である。

　　　上方クリツブからの第一巌は不正確のもの多きため之れを省略す

　　　料綜の元長はr）Oelnである

　　　試験成績は何れも10障iの平均成績である。

仰

之の關係を圖示すれば
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第　八　圃　　　（A）　　　　　　　　　第　八　聞　　　（お）
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　　　匿　別　→　　　　下カクリツプ　　　　　　　　　　　照　罰　一〉　　　下方クリツプ

　　上記の表よりして共の結果を考察して見ると仲長量多き厭は大休に於て恢復量も多くして共の部分

　の組織が揮性、強伸力に富んでおるζとを知るのである。之等の關係は絹綜の樽成される時の瓶態が

　部分的に差異あることを明かに示すものである。

　　c．時開的及乾漁爾状態に於ける全般的恢復量
弔

　　生縣をある長さに仲長ぜる后之の碕重を除去したる場合生綜の恢復作用は何時迄経績するものであ

　るかを調査したのである、’共の方法は生綜を（bと同試ll斗）仲長し虞定の長さに伸したる后荷重を除

　き爾唇其の恢復量の時闇的攣化を見、一方に於ては荷重除去后恢復量を測り直ちに浸水して一時間置

　き后取1：Uして乾燥し共の盾の恢復を見たり、共の結果は次の如くである。

　　塞氣中に於ける生綜の恢復蚤（第十八表り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　繭　糸

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　全長　　　　恢復量　　　　　k侵　　　　恢復燈
　　　　rJ－！　　　　　　　　　撰i　　　　　　　secni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

　　　　最大伸侵　 60，3　　　　　　60．5
　　　　懸除轍磁　57・7　2・6…　　57・75　2，75c・

　　　　15分后　57．55　2．75　 57，50　3．oo　　、
　　　　30　　　　5JS　　　　ノ喬　　　　　　　57．45　　　　　　　2．85　　　　　　　　　　　57．40　　　　　　　3．1〔｝

　　　　60　　　　分　　　　后　　　　　　　　57．庄5　　　　　　　2．85　　　　　　　　　　　57．37　　　　　　　3卿12

　　　　5111“tllll后　 57。37　 2．93　　 57．35　 3・15

　　　　50　　il参　　llIj　后　　　　　　　57．32　　　　　　　2．98　　　　　　　　　　57．25　　　　　　　3．25

　　　　務哉　　　　　　　　　頃三　　　　　　73．2d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P3．Od



駝翻、　　　齢糸の強イ巾力に關係する各種條ei：　　　　　柳

　　　　　　　　　　　　　　　　　黄繭糸
　　　　　　　　　　　　　pa』’－s　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　Pt刷哺胴｛■陶一一一’一一N　　　　　　　’楠一
　　　　　　　　　　全長　　　恢復最　　　　全畏　　　恢復鼠

　　原畏50Cm　　50cm　　ゴ褄：　大　　偶1　マ屡：　　　　　60．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　60。85

　　鑛除蜥峨　・7・65　・．95…　58．…　．・5，n1

　　15分后　57．37　3．27　 57．95　2．90
　　30　　　　分　　　　后　　　　　　　57．25　　　　　　　3．35　　　　　　　　　　57．825　　　　　　3．O‘a5

　　60　　　分　　　 ノ爵　　　　　　57．ユ5　　　　　　3．45　　　　　　　　　57．775　　　　　3．075

　　3　　1時…　rh7　　后　　　　　　 57．15　　　　　　3．d5　　　　　　　　　57．67’　　　　　3．180

　　5　　11S｝　階】　1這｝　　　　　57．075　　　　　3．525　　　　　　　－　　　　　　　
－　　31　11蓄　 債】　∬青　　　　　 57、07　　　　　3。53　　　　　　　　57．65　　　　　
3．20

　　73　　1｝セ…　　「筒】　　后　　　　　　　　57．05　　　　　　　3、55　　　　　　　　　　　57．53　　　　　　　3．32

　　繊　　　　　　　　度　　　　　　 δ4．5d　　　　　　　　　　　　　　　　　　102．2d

　イ席　考　　ガIlj定室濫孟度77°F　　重黒度7096

　　　第＋九表
恢復后侵水一口寺間にして察勇疑乾燥

　　　　　　　　　　＿皇継＿、　　　　費繭糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　金長　　　　恢復量　　　　　　ゑ長　　　　恢復量
　　原　　　　　　　　　 長　　　　　　　 50cnユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

　　最　　大　　tftl1　長　　　　　　　60。03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58．9

　　擁除蛎嚇　56．85　3．…。　55．65　、．、5Cln
　　15　 、分　　 后　　　　　54．75　　　　　5。28　　　　　　　 5d」．OO　　　　　5．OO

　　30　　　　分　　　　后　　　　　　　　54．70　　　　　　　5．33　　　　　　　　　　　53．S5　　　　　　　5。15

　　60　　　　分　　　　后　　　　　　　5d．70　　　　　　　5．33　　　　　　　　　　53．85　　　　　　　5，15

　　60分后乾燥　　54．25　　5。78　　　53。40　　5．60
　20　　　　分　　　　后　　　　　　　54．25　　　　　　　5。78　　　　　　　　　　53．tlO　　　　　　　5．60

　繊　　　　　　　　　度　　　　　　　67．45d　　　　　　　　　　　　　　　　塾　　102．2d

　備考60分迄は水中に侵漬した儘測定し60分后直ちに取り出して乾燥し測定を績く

　　　　フk濫L1400F　　≦圭雪温700F濡藍度75％
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曾08　　　　　　　　　　　　　　鑑　　　綜　　　箪　　　靴　　　誌　　　　　　　　　　　　〔第四巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上り實験により共の結巣を考察するに
　　　　6．o　　　　　　　　　　　　　乾燥歌態にての恢復は荷重除去后は共の有
恢　　　　　　　　　　　する弓鞭のために直ち麟の・i扮髄復し
復　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共の各時闇の経過に從つて除々に恢復し荷

轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重1徐f去1舌一M寺匠珂酎寸近迄は　　（圭嚢濫i700］『　言無度

　5．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75％）典の恢復は多・きも共れ以后は除々に’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恢復し約一甕夜に総すると全く安定のナリこ態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に藩するのである、叉之の恢復を水中にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行ふ時は恢復量は前齎に比し甚だしく多く
　4。0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して一畔間位にして完全に恢復は止まるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるが共の屑直ちに察i氣中に出すと乾燥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するために叉多くの恢復をなすのである、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之等の仲長量及恢復量は生懸を塵理する機
　3．0
　　　0　10　20　30　40　50　60　70　8090分　　械を熾る上に於て相當に考慮せねばならな
　　　　　　　　（分）”糊→　　　　鴎煩働る認ふ。
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第　三　章　　結　　論

　以上行ひたる各種D實験結果に就きて系II論すると次の如し。

　（1）欝品種により絹綜腺の性質及吐綜條件を異にするため生成せる絹懸の性質を異にする。

　（2）　慧兇の吐綜速度は繭層’の内外により又上籏盗度の高低により異なるため絹綜の強伸力は繭騒

別、及飼育期別に異つておる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（3）生懸の織度の増加に從つて箪位太さに封する職力は増加し、抑度は或る太さ迄は急激に増加

し以后梢一定となる傾向ありo

　（4）　水中に於ける生懸の弧仲力は乾燥綜に比して甚だしく小にして肇引により強伸力の増加する

開係も乾燥綜と覆だしく異つておる。

　（5）認基性液中にては濃度の増加と共、こ弧力仲度共に滅少する。

　（6）酸性液中にては濃度の増加と共に猫力を塘し仲度を減す。

　　（5）（6）項は箆三験濃度の範國に於ける結論にして之れ以外の濃度に就ては爾實験ri1

　（7）酒糟中に於ては濃度の増加と共に弛1力を増し仰度を減じ彊紳力開係曲線の形は次第に乾燥綜

の共れに近づく。

　（8）（4，）（5）（6）の彊仲力hnUtJ係曲線は乾燥綜の典れと異り屈伏黙を有せざる然も殆んど直纏i勺傾向と

なり其の傾斜も甚だしく繊Ill山に近づく。

　（9）生緑を乾熟に接綱する時は140°C附近迄は強力、伸度の墾化少なきも共れ似上の高温に於ては

急激に減少し叉乾熱接角蜀時間は長くなるに從つて低温度接閥中は大差なきも商温になるに從つて共の

影響大である。

　（10）　乾熱接鯛后の放置時陶は低温接燭のものは大差なきも高澱となるに從つて遊だしく共の捉ll伸

力を害する。

　（1］）　生綜を或る方法により仲長したる后共の弧仲力を見るに弧力は幾分増し仲度は幾分汐虞少する1

　（12）生綜は極部的｛こ伸長挫及恢復牲を典にしており、伸長量の大なる部分は恢復燈も亦大なり。

　（13）　生綜の恢復爾1りこ態に於ける恢復作用顧舗閏〃こ態にて仲長し乾燥歌態にて恢復せるものは然ら
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ざるものに比し典の量大なb。

　（14ン゜映復時闇に就て見るに荷重除去直后の恢復は勿論最大なるも共の時20分鮒近迄は徐々に恢復

し典の后は極僅かの恢復に止まる。

　（15）漁潤欺態の恢復は約30分附近にて完全に絡り共の1爵察氣中に取出して乾燥歌態にする時は叉

一段のll荻復をなす。　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六年十二月二十二日受i理）


